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1. はじめに 

寺内ダムにおいては総合的な水質保全対策が実施されているが、アオコの完全な発生抑制には至っていない。とり

わけ、貯水池内対策として他ダムと比較しても十分な規模であると考えられる曝気循環装置が稼動しているにも関わら

ず、藍藻類が増殖してアオコが発生していることから、何らかの原因によって寺内ダム貯水池においては藍藻類の増

殖抑制のために十分な循環が装置によって生じていない可能性がある。本報告は、この要因検討のために実施した現

地調査結果を報告するものである。 
2. 平成16年度の現地調査の概要 

平成16年度は、２基の曝気循環装置を4月1日から連続的に稼動した。貯水

池内における流動の影響範囲や水理環境の制御状況に加えて、藍藻類の発

生実態を時空間的に詳細に把握するために、２週間に一度の頻度で水温およ

び各分類群の植物プランクトンの縦断分布を観測した。さらに、過年度と同様

に平成16年もアオコの発生が顕著であった、ダムサイト部右岸に位置する矢野

竹入江において水温および植物プランクトンの縦断分布の24時間調査を

7/13,14および9/14､15の２回実施した。調査においては、藍藻類の現存量を把

握するとともに取得データの空間解像度を高くする必要があることから、近年わ

が国でも適用例のある1)、アンテナ色素タイプ別の植物プランクトン現存量を現

地で測定できるセンサー2)を用いた。図１に、平成16年度の調査結果より、この

センサーによる藍藻類相当Chl-aの測定値と、同時に実施されている採水サン

プルの顕微鏡観察データ(細胞数)の相関を示す。若干のばらつきはあるが、

植物プランクトンそのものの水中における不均一分布等を考慮すれば、十分に

藍藻類の現存量を指標していると考えられる。 
3. 曝気循環装置の水理状態への影響 

図２に、２基の曝気循環装置を継続して稼動していたにも関わらずアオコの発生が顕著であった平成 16 年 8 月 3 日

における貯水池内の水温(上)と藍藻類現存量の縦断分布状況(下)を示す。なお、それぞれのデータ解像度は水深方

向 0.5m 流程方向 200m である。 
水温の縦断分布を見ると、曝気敷高である水深 20m 付近で強い水温躍層が形成されていると共に、中層部に水温

の均一な循環混合層が貯水池全域に形成されており、上流水域まで循環混合の影響は達していることがわかる。した

がって、曝気循環の流動は鉛直方向は曝気敷高まで、水平方向はほぼ貯水池全域に及ぶ影響範囲であることが確

認される。なお、このように数 km の範囲にわたり循環流が到達する現象は密度流としては一般的であり 3)、他ダムの事

例 4）とも対応する。ただし、気泡噴流によって局所的に下層水塊が表層に上昇するために表層水温の低い曝気装置

の近傍を除いては、貯水池全域の表層に水温躍層が存在している。また、藍藻類は表層部に集積している傾向が強

いが、曝気敷高まで一定の濃度で分布している。アオコの原因となる藍藻類の分布はガス胞の浮力によって表層数 m
に強く局在するのが一般的であるが、水深 20m 付近まで分布している(図２(下))ことから考えると、曝気循環流によって

表層の藍藻類は混合層内部に連行され、押し込まれていると推測される。ただし、表層に残存する水温躍層は解消さ

れていないことから、表層での藍藻類の増殖を許し、アオコの抑制に至っていないと考えられる。つまり、アオコの発生

抑制のためには、中層部に循環混合層を形成するだけでは十分ではなく、表層の水温躍層解消が必要であると評価
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図１ 藍藻類細胞数の顕微鏡計測結

果と、藍藻類相当 Chl-a のセンサー2)に

よる現地測定結果との比較(同日同地点

のデータを比較しているが、厳密には同一

標本ではない。藍藻類細胞数は採水サンプ

ル (1L) か ら 顕 鏡 し た も の で あ り 、 藍 藻 類

Chl-a は採水とほぼ同時に作業船の脇から

センサー2)で測定した値である。) 
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される。曝気循環実施にも関わらず表層の水温躍層が残存してアオコが発生している事例はこれまでにも報告されて

おり 5)、生態学的戦略として安定成層要求性の強い藍藻類 5)にとって、十分な混合環境が形成できるかどうかが、曝気

循環による藍藻類増殖抑制において重要であると考えられる。 
4. 入江水域の影響 

過年度と同様に平成 16 年度においてもアオコの集積が顕著で

あった、矢野竹入江における水温および藍藻類現存量の縦断分

布調査結果を図３に示す。なお、測定の空間解像度は流程方向

50m、水深方向 0.5m 間隔である。7/13 午後 0 時は、表層に高水

温塊が存在するとともに、藍藻類が入江奥の表層に局在している。

この入江では水面風が入江奥に向かって吹き込むことが多く、表

層に集積したアオコが吹き寄せられていると考えられる。これに対

して、最も水面冷却が著しいと考えられる午前 4 時(7/14)において

は、水面冷却とこれに伴う対流混合によって水深約 5m までの水

温がほぼ一様化しており、藍藻類の表層局在分布傾向も弱くなっ

ている。しかしながら入江奥から 150m 付近には藍藻類が高密度

に集積・残存していることから、入江水域の藍藻類の集積状態は

深夜から朝方にかけても解消されていないと考えられる。したがっ

て、曝気循環対策の実施時においても、本入江水域における藍

藻類の制御は不十分であると推定される。 
5. 現状の寺内ダムにおける曝気循環装置の効果の限界 

以上の調査結果に基づくと、曝気循環装置の流動は矢野竹入

江を含む貯水池全域に対して影響しているが、循環が十分に強く

ないために表層部の水温躍層を消滅させられないことに加えて、

藍藻類の増殖開始箇所でありアオコの集積箇所である矢野竹入

江水域を十分に混合できていないと考えられる。すなわち物理的

な効果は入江を含む貯水池全域に及んでいるが、藍藻類の増殖

抑制という水質保全目標のためには作用が不十分であるということ

である。この要因としては、曝気循環装置の設置位置が矢野竹入

江から遠いことや上流部に設置されていること等、対策手法の適

用条件という人為的な問題に加えて、寺内ダムは地形・気象特性

等によって曝気循環装置の影響が発現しにくい貯水池であること

も考えられる。今後はこれらの問題を解決するための方策につい

て検討し、寺内ダムにおける水質保全を達成する必要がある。 
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図３ 矢野竹入江における水温および藍藻類現存

量の縦断分布(水温は 1℃ピッチ、藍藻類 Chl-a は

5ug/L ピッチで示している。) 
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図２ 水温および藍藻類相当 Chl-a の縦断分布

(8/3) 水深約 20m の逆三角は曝気吐出口を示す
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